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一人一票実現国民会議サポーターによる初の朝活チャレンジ企画！ 

みんなで山手線の輪をつなごう！“1人 1票”駅伝！ 

～「あなたの選挙権は 0．何票？」～ 

 

■WHAT：“清き 1票、実は 1票未満”の現実を伝えたい！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■WHY：「国民世論」の形成が 1人 1票判決の鍵になる！ 

 

 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ先 

一人一票実現国民会議（担当：田上、太田） 

〒150-0031 東京都渋谷区桜丘 17-6 

tel:03-3780-2051 fax:03-3780-3221 mobile:090-6154-8487 e-mail: tagamism@nifty.com  

URL: http://www.ippyo.org/ 

日本経済新聞社会面 

（2010 年 7月 6日） 
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2010 年 10月 

初の山手線全 29駅リレーです！ 

＊丸囲み数字は実施予定日 

「一票の格差」違憲訴訟は、衆議院では、2009 年以降、９つの高裁判決のうち、４つが違憲・違法判決、

３つが違憲状態判決ｓ、２つが合憲判決でした。『9月 8日、最高裁大法廷に回付』されました。 

参議院では、今年７月～８月に 14 の高裁・高裁支部で提訴しました。現在、9 月 24 日福岡高裁を皮切り

に、『口頭弁論がスタート』しています。（～名古屋高裁 11月 17日） 

いよいよ、一票の格差違憲訴訟も本戦です。『1 人 1 票等価値の実現で負担を強いられる国民は皆無』とい

う珍しい裁判。裁判所の審理では、通常の裁判と異なり、『国民世論』が重視されます。言い換えれば、マス

コミの皆さまを含めた世論形成が『1人 1票＝真の民主主義の実現』（1票の格差是正）の鍵となるのです。 

「“清き 1票”をお願いします。」―議

員候補者は言います。しかし、残念なが

ら、私たち国民の多くは「1 票未満の価

値」しか選挙権を持っていません。東京

都心部の山手線 29 駅の中でさえ、新宿

駅 0.47 票、池袋駅 0.62 票、渋谷駅 0.48

票、上野駅 0.53 票と「投票の価値」が

異なっています（衆・高知 3区を 1票とする）。 

『住所によって、選挙権の価値が異な

る現状』を多くの人に知ってもらいたい。

その一心から、『山手線全 29駅で朝の呼

びかけ・チラシ配布』を行います。忙し

いビジネスマンでもできることがある！

やるべきことがある！新しいタイプの

“朝活・国民運動”を行います。 

10 月 毎 朝

7:00～8:00

各駅で実施！


